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部をしばしば削正する必

要を生じ，修繕践は大と

なる。大形繊関車では転

向がよけいに困難で，タ

イヤフランジの摩耗も多

く ，また速度が高い場合

には脱線の危険がある。

先台111を用いる と，後

述する復元力によって軽量

|羽車を fUI総方向に導き，

その通過を円滑にさせ，

一方またレーノレからの横

圧力は， 光台車の車輪ま

たはこれと第 1 動輸のフ

ランクで受けることにな

り ， かつ横圧力を受ける

位置が先台車の場合は，

摩擦中心より遠くなるの

で機圧力も少なく ，運転

が安全になるばかちか，

第 1 動輸のフ ランジ摩耗

も緩和されるから修繕上

有利である。

(2) 織l潟111の重量配分
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上，制l章の制限によって，

である。この燦形の台車は水位の高低に伴なって傾斜路を上下 い くつの動輪車hを必!l1I とするかがわかるが， その全部を動輪と

に移動させ，その上回の線路を航送船甲板上の線路とほぼ同ー して必要とすることはまれである。たと えば問一馬力の機関車

模形台車およひエプロン桁 では， 旅客用と貨物用 と て'a前者の方が動制1数が少なくてよい

~f!1iH'， l~"印糊

ことは明らかであるから，このような時には台車を繊関車の前

方あるいは後方に設けて， 霊m:の一部を負担させる。先従台車

の取hmは一般に動輪納重より低いので， 動車由下のレ ー ノレの垂直

i凶げモーメントを緩和するのにも役立つ。

(3) 蒸気後関車の場合火室が広火室のときには， 織関車が旅

客j刊であれば動輪直径が大きいから，その上に火室を載せるこ

とはできなくなる。この場合には隙造上火室の下に普通 li愉台

車を，火室が大きい場合には 2 取u台車を設ける。

(4) 一般に旅客用糧費関車は前部に l 勅台車を有するのが普通

であるが，急行旅客用になると必ず先台車として中心ピ γのあ

水準において，陸上と船との間に車両の受授を行うのである。 る 2 取h台車をもっている。 2 軸台車はそれ自体が l つの車両を

この形式はアメリカおよびアフリカの河川筋で発迷したもので 形成し，直線あるいは曲線を進行中， 自体がへひ.運動をなしつ

わが国にはない。(健国 功) つ，台車の中心は常にレーノレの中心線にそって走る特性がある。

せんじゅうだいし 々 先従台車 (蒸気機関車の) (英) lead 峨関"lï前部の霊量をこの台車の中心に載せれば，台車は軽量関車

ing truck and trailing truck (steam locomotive) 機関車 の前頭をレ ールの中心線にそって導き，高速度運転の安全を均l

にあ っ ては動輸を除く車輸を走行輸といい，走行輸が台わくに することができる。

対して動き得るための特別の111輸装置宝を台車というのであって ( 5) テンダ織関車は正向運転を本則とするが， l並肉運転をし

制lの数によって 1 軸台車 2 í担h台、11Iあるいは 3 ;1唯l台車という。 ないわけではなく，その場合には従台車が正肉運転における先

これは機関車の曲線通過を容易にするとともに，機関車の重量 台11ï と同様な役目をする。しかしテ γ ダ機関車の逆向運転速度

の一部を負担するものであって， 綴|刻車の前部にあるものを先 は正向巡転速度より低いので， 従台車の曲線を誘導する力は先

台車 (leading truck) 後にあるものを従台車 (trai lin g truck) 台車より小でもよいのである。タンク機関車の場合は正向・逆

とし、う。 I匂ともに述転するので，先台車も従台車も同じ役目をするので

l 先従台車を用いる理由 ある。

(1) 被l羽車が åll線を通過するときには， レ ー ノレから横圧力を 2 復元力および復元装置

録

受けて方向を転換するのである。先台車がない場合には， 第 l 機関車がi山線を通過するとき台車の中心は Illl 静止内方に移動す

動輸のフランジでその圧力の大部分を受けるが，摩擦中心から る。この移動盆は俄関車の大きさおよび曲線の大小によ って呉

の距離が小さいから検圧力の盈も大で，運転保安上もよ くない なる。台11;:にはこの移動が簡単に起らぬよう相当の抵抗を与え

ばかりか， 第 1 動輪7 ラ γジのj経耗が甚しいため，述結動輪金 ておく必要があり ，また幽線通過後台率が容易に旧位置に復す
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